
2023年度　デザイン学学位プログラム
博士前期課程　修了研究発表会
日時：2024年（令和6年）1月9日（火） 12:30〜18:07（予定）
場所：総合研究棟D　1階オープンギャラリーおよびD116公開講義室

学位プログラムリーダーあいさつ 12:30-12:35
学生発表

氏名 指導教員 副指導教員 修士論文題目
論文/
作品

12:35 12:48 内藤　恵介 内山俊朗 索米亜 指示語を用いた遠隔コミュニケーションMRゲームの開発 作品

12:48 13:01 辻井　凜汰 内山俊朗 山田博之 周囲の音に反応してゆらぐLEDランタンがコミュニケーションに与える影響と実践的応用 作品

13:01 13:14 細谷　耕太郎 内山俊朗 小山慎一 朝の生活を振り返る際に使用するボードゲーム型ツールの開発 作品

13:14 13:27 張　沢 山本早里 大友邦子 高齢者の視覚特性に配慮した避難所のサインデザイン 作品

13:27 13:40 呂　鈺婷 山本早里 大友邦子 歴史的な街並みにおける屋外広告物の色彩を活用した地域性づくり－北条商店街を事例として－ 作品

13:45 13:58 曽　兆宇 山田協太 花里俊廣
都市内集落城中村の自発的空間形成の特徴とそれを踏まえた更新提案
－中国広州市珠村を事例として－

作品

13:58 14:11 ZHAO ZONGYU 山田協太 花里俊廣 つくば研究学園都市記念館計画－戦後建築において探求された水平円筒形態の空間的効果とその応用－ 作品

14:11 14:24 吉田　雅登 加藤　研 辻　泰岳 現代市民ホールにおけるホールの利用形態に関する研究 作品

14:24 14:37 張　澤鋸 加藤　研 辻　泰岳 ポストコロナの商業施設開発のあり方に関する議論－神宮前青山病院跡地開発を事例として－ 作品

14:50 15:03 出水　海里 小山慎一 索米亜 OTC医薬品における環境負荷情報表示ニーズの研究 論文

15:03 15:16 宮田　康平 小山慎一 索米亜
OTC医薬品外箱記載情報に対する生理的反応の計測
－fNIRSを用いた一般消費者と薬学知識所有者の比較－

論文

15:16 15:29 鈴木　琢己 小山慎一 山田博之 男性用スキンケア商品のパッケージが男性消費者の購買意欲に与える影響についての研究 論文

15:29 15:42 魏　可婧 小山慎一 山田博之
小児病院外来患者用学習スペースの提案
－茨城県立子ども病院における事例研究－

論文

15:42 15:55 TANIA LIZET AGUINIGA GUZMAN 小山慎一 山田博之 Quantitative Evaluation of the Anxiety-Reducing Effects of Hospital Art using Electroencephalography 論文

16:00 16:13 MARIA CATALINA SEGURA HERNANDEZ 小山慎一 山本早里
Differences in Strategies for Using Subway Map's Visual Elements between Japanese and Foreign Users
Revealed by Eye-Tracking

論文

16:13 16:26 洪　浩麟 山田協太 加藤　研 アーチネットの構成原理の幾何学的分析と再構成による空間表現の可能性 論文

16:26 16:39 中葉　史人 山田協太 花里俊廣 歴史的都市パタン（ネパール）の南北マニマンダパの構法と構造−南アジア木造建築の架構事例として− 論文

16:39 16:52 崔　蔚然 岩木　直 小山慎一
How do people perceive the temperature of color? Subjective feelings of temperature change based on
cross-modal association

論文

16:52 17:05 何　靖 花里俊廣 山田協太
新型コロナウイルスの流行を契機としたテレワークスペース利用に関する研究
－中国北京における在宅勤務を対象として－

論文

17:10 17:23 安東　尚 花里俊廣 辻　泰岳 建築形態と人流データを考慮した空間分析に関する研究 論文

17:23 17:36 野口　翔矢 花里俊廣 辻　泰岳 管理状況及び修繕履歴のマンション住戸市場価格への影響 論文

17:36 17:49 WU YI 花里俊廣 辻　泰岳 混住型学生寮の共用空間の使われ方と居住者の意識に関する研究 論文

17:49 18:02 大日向　さや 加藤　研 山田協太
産業跡地と自然環境を活用した滞在型創作拠点の可能性
－滞在者の視界に着目した場の要素について－

論文

学位プログラムリーダーあいさつ 18:02-18:07

発表時間

休憩

休憩

※発表6分、質疑応答6分、交代1分

休憩

休憩・D116公開講義室に移動

公開行事です。どなたでもご参加いただけます。デザイン学学

位プログラム学生・教員以外の方で参加ご希望の方はこちら

のURLにてご登録をお願いいたします。

https://forms.office.com/r/iZP0ebLtwv

←こちらのQRコードからもアクセスできます。


